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 取引先のＳＤＧｓ・ＥＳＧ経営をサポート！ 

「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」の取り組みについて 
～川崎重工業株式会社と契約を締結～ 

 京都銀行（頭取 土井 伸宏）は、本日（２０２３年１月３１日（火））、川崎重工業株式会社（代

表取締役社長執行役員 橋本 康彦、本店 兵庫県神戸市）との間で、「ポジティブ・インパクト・

ファイナンス」を実行いたしましたのでお知らせいたします。 

ポジティブ・インパクト・ファイナンスは、企業活動が環境・社会・経済に与える影響を

包括的に分析・評価し、ポジティブな影響の増大とネガティブな影響の低減に向けた取り組

みを支援するものです。 

本件は、三井住友信託銀行株式会社（取締役社長 大山 一也、本社 東京都千代田区）（以下、

三井住友信託銀行）が実施した「ポジティブ・インパクト評価（資金使途を限定しない事業

会社向け投融資タイプ）」（以下、本件評価）を活用した取り組みです。本件評価は、三井住

友信託銀行により、国連環境計画・金融イニシアティブ（ＵＮＥＰ ＦＩ）が公表した「ポジ

ティブ・インパクト金融原則」に則して実施されており、本件評価が「ポジティブ・インパ

クト金融原則」に適合していることおよび、活用した評価指標の合理性について株式会社 日

本格付研究所（ＪＣＲ）から第三者意見書を取得しています※。 

川崎重工業株式会社は、創業の理念を引き継ぎ制定したグループミッション「世界の人々

の豊かな生活と地球環境の未来に貢献する“Ｇｌｏｂａｌ Ｋａｗａｓａｋｉ”」に基づき策

定された「Ｋａｗａｓａｋｉ地球環境ビジョン２０５０」や「グループビジョン２０３０」

の実現に向け、全社横断的に重要課題への取り組み推進を掲げ、さまざまな社会課題を積極

的に把握し、グループにおけるシナジーの追求とイノベーションを通じた課題解決に挑戦し、

新たな価値の創造に取り組んでいます。 

当行では、今後も、地域企業のＳＤＧｓ・ＥＳＧ経営サポートを通じ、お客さまのさらなる

発展と持続性のある地域社会の実現を目指してまいります。 

※日本格付研究所（ＪＣＲ）による評価レポート …https://www.jcr.co.jp/greenfinance/ 

  記 

１．本ファイナンスの概要 

契 約 締 結 日 ２０２３年１月３１日 

資 金 使 途 運転資金 

モ ニ タ リ ン グ 三井住友信託銀行が実施 

インパクト評価・分析 三井住友信託銀行が実施 

第 三 者 意 見 書 株式会社 日本格付研究所（ＪＣＲ）から取得 
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２．同社概要 

会  社  名 川崎重工業株式会社 

本 店 所 在 地 兵庫県神戸市中央区東川崎町 3丁目 1番１号 

代  表  者 代表取締役社長執行役員 橋本 康彦 

創 業 １８７８年４月 

事 業 内 容 
オートバイ・鉄道車両・航空機・ガスタービン・エンジン・ 

環境装置・船舶・特殊小型船舶・油圧機器等の製造・販売 

同社ホームページ https://www.khi.co.jp/ 

 

 

＜ご参考 ＞当行が取り扱うサステナブルローンについて 

 

 

以  上 

 

京都銀行グループでは、従来から「地域社会の繁栄に奉仕する」という経営理念に基づいた
企業活動を行ってまいりました。今後も経営理念のより一層高いレベルでの実践である SDGs
達成に向け、地域の社会課題の解決に貢献してまいります。 

【SDGs】2015 年 9 月に国連で採択された、経済・社会・環境のあり方についての 2030 年までの
世界共通目標。17 のゴールと 169 のターゲットで構成されている。 


